
【令和７年度 研究主題】  

 「自分が好き・友達が好き・先生が好き・みんなが好き・ 

互いに理解しあいながら、一緒に遊ぶことを喜ぶ子をめざして」 

～身近な人とつながり、多様な感情体験を通して人とかかわる喜びを育むための環境と援助の工夫～ 

 １歳児は、身近な大人との愛着をよりどころにして、少しずつ自分の世界を拡大していく時期です。人への基本的
信頼感に支えられ、園生活や遊びへの気持ちが高まるなかで、周囲の保育者や、他の園児に親しみを感じるように

なっていきます。自我を十分に受けとめ、受容・共感することにより、園児が安心して「自分をだしてもいいんだ」と実

感できるように関わるよう努めています。(今回は１歳児さんの姿を紹介します。) 

 

【お知らせとお願い】 

＊運動会練習が始まります。睡眠をとり、朝ご飯を食べて、体調を整えていきましょう。 

＊運動会用のゼッケンを、１９日(金）に持ち帰ります。詳細は同日に連絡しますので、ご確認ください。 

＊まだまだ暑い日が続く見込みです。水分補給をこまめに行い、熱中症予防をしていきますので、水筒のお

茶を多めに準備してください。お弁当の保冷剤も引き続きお願いします。（終了時はお知らせします） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

☆今月の目標☆ 

＊体を動かすことの心地よさを感じたり、

いろいろな運動遊びに挑戦したりする。 

＊さまざまな自分なりの表現を楽しむ。 

＊自然に触れて遊び、季節の移り変わりに

気付く。 

＊早寝・早起きの習慣を身につける。 

  ９月    行事予定 

日 月 火 水 木 金 土 
 １ ２ ３  おにぎり ４  絵本 ５  家読/布団 ６ 

      夕涼み会 

７ ８ ９ １０ おにぎり １１  絵本 １２  布団 １３ 

 身体測定（３） つくしんぼ（１） 

身体測定（4） 

身体測定（５） 

 

身体測定（２） 

誕生会（３～5） 

身体測定（０，１） 

 

 

１４ １５ １６ １７  おにぎり １８  絵本 １９  家読/布団 ２０ 

 敬老の日 誕生会（0～２） 

 

運動会オープニ

ングリハ―サル

（全園児） 

運動会リハ-サル 

（０，１，２） 

運動会リハーサル

（３，４，５） 
運動会ゼッケン配布 

 

２１ ２２ ２３ ２４  おにぎり ２５  絵本 ２６  布団 ２７ 
秋の全

国交通

安全運

動 

(～３０) 

 秋分の日 避難訓練（引き渡

し） 

 

運動会全体リハー

サル（全園児） 

 清 掃 作 業

(おおぞら、た
いよう、ぞう、

ぱんだ、りす） 

２８ ２９ ３０        

  ピカピカデ―     

 

＊毎日持ち帰り：歯ブラシ、コップ 

＊毎週水曜日：おにぎり弁当（３，4，5歳児）  

＊毎週木曜日：絵本貸出し日 

＊毎週金曜日：カラー帽子、布団持ち帰り 

＊第 1,3金曜日：家読デー（3，4，5歳児） 

＊月末金曜日：外靴持ち帰り 

 

☆10月の主な予定☆  

２日（木）運動会最終リハーサル    

４日（土）運動会（雨天：小学校体育館） 

１０日（金）グループホーム北条交流（４歳児） 

２２日（水）バス遠足（4,5歳児）  ２３日（木）バス遠足（３歳児） 

2４日（金）就学時健診（５歳児）  

２７日(月)さつまいも交流会、内科健診（0.3,５歳児）     

（11/10内科健診（１,2,４歳児）） 

令和７年 9月号 北条こども園 

  夏の間のプール遊びで、心も体もひとまわり大きくなった子どもたち。小さいクラスの園児は、保育教諭と一

緒に水遊びを楽しむ中で、水の心地よさを感じたり、大きいクラスの園児は、「～できるようになりたい！」と

願いを持って、繰り返し頑張る姿がたくさん見られました。 何より感動したのは、友達の頑張る姿を見て「頑

張れ！」と応援してくれたり、「すごいね！できたね！」と、自分のことのように喜んでくれた園児の姿でした。

２学期は、運動会や発表会などの行事もあります。今後も一人一人の良さや可能性が輝いていくよう、職員

全員での教育・保育に努めます。 

朝夕が涼しくなり、少しずつ秋らしさも感じますが、日中はまだ暑い日が続きます。夏の疲れが出て体調を

崩しやすくなる時期です。健康管理には十分気をつけて元気に過ごしましょう。 

 

 

 

 

 

お す す め 絵 本 コ ー ナ ー （ ９ 月 ） 

『まゆとおに』   <作・富安陽子／絵・降矢なな >  福音館出版 
                  

 小さな女の子“まゆ”が、山奥で出会ったのは、とんでもなく大きな体でお腹を空かせ

た鬼でした。まゆは鬼なんて見たこともなかったので、まゆを食べようと誘い出す鬼に怖

がりもせず、ピョンピョンついて行ってしまいます。まゆは一体どうなってしまうのか⁉ 

 天真爛漫なまゆと鬼との、かみ合ってそうでかみ合っていない絶妙なやりとりがクスッ

と笑いを誘います。 みなさんもお子さんと一緒に読んでみてください。          

＜保育教諭 東地 美紗 ＞ 

友達の存在に気づいて 
安心が増えていきます 

園だより 

まだまだ小さな子ども達。特定の先

生に出会い、大好きになったことで 

安心していっぱい遊びます。友達の

そばでも安心・安定して過ごせるよ

うになると、少しずつ関わりが広が

っていきます。「一緒に遊ぶのが楽

しい！」という経験が増えていくと

嬉しいですね。 

「ばあっ！」 

先生も 

一緒だ♪ 

かんぱいしよう

～！ 
「ばあっ！」 

ジブンでできてうれしいね 

先生とハイタッチ！ 

【共感・スキンシップ】 

「絵本読んで～」 

【安心感・満足感】 

きゃっきゃ！ 

楽しいな～ 

 
先生の優しい声が大好き！ 

ぼくの先生だけど 

一緒に座ってもいいよ～ 


